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　笠岡市・笠岡諸島の真鍋島で５月、伝統
ぎょう じ はし み こ し おこな き じ

行事の「走り神輿」が行われました。記事
よ しつ もん こた

を読んで質問に答えましょう。

た じ

　◇「さん太のワークシート」は自
ゆう がっ こう か てい

由にダウンロードして、学校や家庭
がく しゅう かつ よう

での学習に活用してください。

しゃしん みこし か ぬ よう

　写真は神輿が駆け抜ける様
す かつ ひと

子をとらえています。担いでいる人が
なん い かんが

何と言っているか、せりふを考えてみ

ましょう。

みこし かつ て き せい

　神輿の担ぎ手は、気勢を
あ かいがん ぞ

上げながら海岸沿いなどを
か ぬ き せい こと ば い

駆け抜けました。「気勢」の言葉の意
み しら か

味を調べて、書いてみよう。

はし みこし え ど じ だい

　走り神輿は江戸時代から
つづ

続いているとされていま
なに ねが はじ き じ

す。何を願って始まりましたか。記事
さんこう ふた こた

を参考に二つ答えよう。


